
 

一般動詞 未来形 
 
 
「～だろう。」 「～するでしょう。」 「～の予定です。」 「～するつもりです。」などなど、これから起こるであろ

う事、しようとしている事といった未来を表す文、「未来形」にはいくつかの表現方法があります。 
“ｗｉｌｌ” や “be going to”、 “進行形 (be –ing)” に “現在形” などがその例ですが、ここで注意しておきた

いことは、見ておわかりの方もあると思いますが、これらは全て「未来形」に限った表現ではないということで

す。 
例えば “will” は、あくまでも助動詞であって、「未来形」ではありません。 
未来形では、その時の状況や話し手の意志によって使い方が変わってきます。 
 
 
“will” と “be going to” 
 
“will” のイメージは「精神力」。  
「～するぞ。」と意志の力で何かを実現しようとしたり、未知のものに対して確立の高い予測をしたりするとき

に使います。また、「（これから）～するぞ。」といったような、“その場で決めた”ことについては “will” を使

います。 
 
例） 
A： John, I have to work till late tonight. （ジョン、今夜は遅くまで仕事をしなくちゃいけないの。） 
B： Okay, I will cook dinner. （わかった。じゃあ今夜は僕が夕食を作るよ。） 
 
I will not move from Tokyo to America. （私は東京からアメリカに引っ越すつもりはありません。） 
 
 
“be going to” のイメージは「意図」。  
「何かの流れの中にいる」という感覚。未来に向かっているエスカレーターに乗っていると考えてみてください。

“be going to”は go の進行形です。今すでに決まっている、または先が見えているものに対して向かってい

くというときに使います。“その場で決めた”ことについて表現する“will”に対し、“be going to”は“前々から

心づもりがある”ことに使います。 
 
例） 
A： Shall we go for a walk? （散歩に行かない？） 
B： No way! Look at the outside. It’s getting dark and it’s going to rain soon. 
                            （まさか！外を見てごらん。暗くなってきているし、じきに雨が降るさ。） 
 
 
A： How about joining us for a drink after work? （仕事の後飲みに行かない？） 
B： I’d love to but I’m going to a gym with my friend. （行きたいんだけど、友達とジムに行く予定な

の。） 
 
 
＊ どちらの例文にも言えることですが、外が暗くなっているという事実から、雨に向かってエレベーターがす

でに進んでいる。また、誘われる前から、もうすでに今夜の予定は決まっており、その予定に向かってエ

レベーターが進んでいる。という風に考えましょう。 



 
 
 
“進行形” は予定や計画 
今この時点で起こっていることや動作を表す進行形は、未来において予定していることや計画をあらわすの

によく使われる表現です。進行形が表す未来形、それは具体的な「予定・計画」を表します。メモ帳やカレン

ダーに 「３：００…映画、  ６：００…カラオケ」などと書くとこができるような、確固とした計画が感じられるも

のです。 
進行形を使った未来形の文章では、“未来の時点”を表す語句がついているかどうかに着目しましょう。  
ex: tomorrow や next Monday などなど・・・。 
 
例） 
I’m having dinner with Kate tomorrow night. （明日の夜はケイトと一緒に夕食を食べる予定です。） 
 
We’re staying at Kevin’s house next Saturday. （来週の土曜日、私たちはケビンの家に泊まる予定で

す。） 
 
 
 
「確定」を表す現在形 
進行形が未来においての予定を表すことについては説明いたしました。さて、「現在形」を使うとさらに確定し

ていることを表すことができます。 「現在形」は“現在の事実”をあらわしたものですよね。 「現在形」を使っ

た未来の表現は、“事実と考えられるほど確かな未来”をあらわすといえます。例えば代表的な例で言えば、

列車のダイヤなどのタイムテーブルやカレンダー、（ここでは自分で立てた計画ではなく、祝日や祭日といっ

たような一般的なものをさします。）そしてプログラムなどが挙げられます。 
 
例） 
Christmas falls on a Saturday this year. （今年のクリスマスは土曜日です。） 
 
The game starts at 2:30. （ゲームは 2 時半に開始です。） 
 
 


